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教科内容と外国語学習を統合し、質の高い外国語教育の実現を目指す「内
容言語統合型学習（Content and Language Integrated Learning; CLIL）」の利点

として、①学術的な内容を扱いながら、同時に外国語スキルを伸ばすことが
できること、②文化理解を深めつつ批判的思考力とリサーチスキルを養える
こと、③学習意欲の高まりによって、学習の達成度をより強く味わえることな
どがあげられている（池田, 2011；林, 2018）。

■韓国語学習会のCLIL読解授業概要
本授業は、韓国語を用いた韓国文化理解のために、韓国語の実践的かつ

総合的な表現能力を身につけることを目的としている。学習レベルは、中上
級韓国語使用者（TOPIK4～6級程度）を目指しており、韓国語の実践的能力

のうち、特に文章の読解力を向上させることを目標とする。現在、週１回の授
業、9名の受講者がおり、受講者のレベルはTOPIK3～6級程度である。授業
は、学習用教材の一つのトピックを２回（１ターム）に分けて実施。

また、授業では学習用テキストのトピックに見合ったオーセンティック素材の
タスクを用いて、グループでの討論や調べ学習などを行いながら、学生の能
動的学習を促す足場がけをつくっている。

■学習者側：自分のレベルにあったオーセンティック素材の選定と調べ学習

①自分のレベルにあった素材を選ぶ
②単語リストを参考に文章を読みまとめる

学習者が選んできた素材は、「kReadability」スコアを記入し事前に提出さ
せ、その中からいつくかピックアップして次の授業で取りあげる。→学習
者の興味関心UP、多様なジャンル・レベルの素材が集まり学びが深まる

■教員側：発展学習に用いるオーセンティック教材の選定
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１．はじめに

山口県立大学韓国語学習会でのCLIL読解授業において、韓国語文章難易度判別
システム「kReadability（https://asaokitan.net/kreadability/）」を活用した発展学習の
実践例について紹介する。

２．韓国語CLIL読解授業概要と課題

３．授業でのkReadability活用例

Content
（内容）

・韓国語で書かれたテキストを用いて韓国社会・文化について学び、自国との違
いについて考える。
⇒ より臨場感のある生教材活用の必要性と学習レベルに

あった教材選定の課題

Communication
（言語）

・新出の韓国語文法・語彙を確認し、理解する。
・韓国語で書かれた文章を読み、その内容を読み取る。
・トピックのキーワードを確認し、トピックと関連した事例や情報を集め、分析する。
⇒ 自学自習用教材の課題

・タスク「話してみよう！」を通して、韓国語を用いた知的活動に必要なアカデミッ
クスキルを習得する。

Culture/
Community
（文化/コミュニ

ティ）

・グループ活動を通した協同学習を促す。
・タスクや課題活動をもとに、具体的に韓国社会・文化についての理解を促す。

Cognition
（思考）

・タスク活動をもとに、比較文化の観点から、韓国と自国との同質性と異質性を
認識し、理解する視点を養う。

・発展課題を通して、持続的な学習と次の学びへの応用を探る。
⇒ 教員の教材準備の手間や発展学習教材選定の課題

①発展学習に使用する素材を、学習者のレベルに合わせて選定
②単語のリストから重要単語や文法をピックアップし、学習者に配布する

資料作成

表１ 韓国語読解授業における「４つのC」の具体的な取り組み内容と課題

上記の課題を踏まえ、使用教材の選定においては、内容分析だけでなく学習者
のレベルを考慮したものである必要があるため、学習者自身が「kReadability」を
使って素材を選び、自律的に学習できるよう促している。

◆「kReadability」測定スコア

４．「kReadability」 を用いた読解発展授業についての
感想と課題点

＜教員の感想＞
・学生自身が興味のある素材を持ち寄って学習するため、モチベーションも高く、
能動的な学びになってよい。多様な素材が集まるので、内容にもバリエーショ
ンが生まれ、それらに関する豊富な語彙を学習できる。

・レベル判定の際に、文章の行間の有無によりスコアが変化してしまうところは
改善が必要（行間あり：上級 2.88 → 行間なし：中級2.43）

＜学習者の声＞
・自分が読めそうな文かどうかをレベルで判定してくれるので、いつもは読まな
い記事も読んでみようと思った。自分の韓国語レベルも分かってよい。

・単語を１コずつ調べなくてすむのがよかった。漢字語表記が分かるのもよい。
・自分の選んだ文章が授業で取り上げられるのは嬉しい。
・他の人の関心事が知れて面白い。発展学習は学びが深まってよい。
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■授業の流れ

←学習用教材

◆学生が選定した素材
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